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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

吟
界
の
諸
先
生
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ

り
な
く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
活
発
な
活
動
が

再
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
感
染
に
気
を
配
ば
り
な
が
ら
の
活
動
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
ま
た
例
年
に
な
い
猛
暑
で
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

ご
健
勝
と
併
せ
、
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年　

盛
夏

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

令
和
５
年
度
定
時
総
会
は
、
令
和

５
年
6
月
23
日
（
金
）
9
時
30
分
よ

り
、
静
岡
県
熱
海
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
湯
河
原
に
於
い
て
、
各
地

か
ら
の
会
員
の
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
及
び
令
和
５

年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　

定
時
総
会

　

～
令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

　
　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
る
～

　

正
会
員
数
五
二
九
名
中
、
出
席
者

一
〇
三
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
数

二
八
三
名
で
、
総
会
成
立
に
必
要
な

定
足
数
二
六
五
名
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
城
戸
城
濤
会
長

よ
り
、
草
彅
城
輝
専
務
理
事
逝
去
に

あ
た
り
、
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
、

そ
の
後
、
臨
時
理
事
会
で
決
定
し
た

新
人
事
に
関
し
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
専
務
理
事
・
・
・
土
師
城
皓

　

新
常
務
理
事
・
・
・
遠
藤
城
啓

第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
報

告
書
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
決

算
書
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
計

画
書
案
承
認
の
件

第
４
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
予

算
書
案
承
認
の
件

◇
提
出
議
案
◇

◇
議
長
及
び

議
事
録
署
名
人
の
選
出
◇

　

議
事
進
行
に
当
た
り
、
次
の
方
々

が
議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
敬
称
略
）

　

議　

長　
　

土
田
城
紘（
滋　

賀
）

　

署
名
人　
　

芹
澤
城
征（
福　

島
）

　
　

〃　
　
　

吉
松
城
勇（
宮　

崎
）

第
５
号
議
案　

令
和
６
年
4
月
1
日

よ
り
令
和
６
年
６
月

30
日
ま
で
の
暫
定
予

算
書
案
承
認
の
件

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①　

会
議
開
催
の
報
告

②　

傘
下
団
体
の
認
可
及
び
閉
鎖
の

報
告

③　

組
織
体
長
等
の
変
更
の
報
告

④　

会
員
数
報
告

⑤　

特
別
賛
助
会
員
の
報
告

⑥　

団
体
指
導
に
関
す
る
報
告

⑦　

全
国
大
会
開
催
地
に
関
す
る
報

告

　

・
令
和
６
年
度　

福
岡

　

・
令
和
７
年
度　

函
館

⑧　

会
員
異
動
状
況
書

　

・
会
議
日
程
計
画
書（
参
考
資
料
）

　

・
全
国
師
範
会
決
算
報
告
書

◇
報
告
事
項
◇

　

開
会
の
辞
・
・
・
東
本
錦
怜

　

会
長
挨
拶
・
・
・
城
戸
城
濤

開
会
の
挨
拶
を
さ
れ
る
城
戸
会
長

土田城紘議長

◇
会
員
増
強
表
彰
◇

　

令
和
４
年
度
中
に
新
入
会
員
を
５

名
以
上
加
入
さ
せ
た
方
２
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　
　
　

岡
田
錦
翔
（
京
都
府
）

　
　
　

金
子
錦
佑
（
長
野
県
）

閉
会
の
辞
・
・
・
金
子
城
大

　

会
員
各
位
に
は
、
令
和
５
年
度
の

事
業
遂
行
に
あ
た
り
引
き
続
き
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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（
令
和
５
年
度
定
時
総
会
第
２
号
議
案
資
料
）

令和４年度　収支計算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事 業 活 動 収 入
　　①　基本財産運用収入 339
　　②　入 会 金 収 入 62,500
　　③　会　費　収　入 23,303,850
　　④　事　業　収　入 4,373,000
　　⑤　雑 収 入 201,756

事 業 活 動 収 入 計 27,941,445

　２　事業活動支出
　　①　事業活動支出 17,108,658
　　②　管 理 費 支 出 13,587,254

事 業 活 動 支 出 計 30,695,912

事 業 活 動 収 支 差 額 △ 2,754,467

Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入 0
　２　投資活動支出 800,000

投資活動収支差額 △ 800,000

Ⅲ　財務活動収支の部 0

Ⅳ　予備費支出 0

当 期 収 支 差 額 △ 3,554,467
前期繰越収支差額 48,382,398
次期繰越収支差額 44,827,931

貸 借 対 照 表
令和５年３月31日現在

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　資産の部
　１　流　動　資　産 45,175,542
　２　固　定　資　産
　　（１）基　本　財　産 20,000,000
　　（２）特　定　資　産 3,730,000
　　（３）その他の固定資産 142,512,678

資　産　合　計 211,418,220

Ⅱ　負債の部
　１　流　動　負　債 347,611
　２　固　定　負　債 0

負　債　合　計 347,611

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0
　２　一般正味財産 211,070,609

正　味　財　産　合　計 211,070,609

負債及び正味財産合計 211,418,220
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A
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A
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新
入
会
員
の
紹
介

（
３
／
20
〜
６
／
19
）　 

鹿
児
島
支
部　

嘉　

頼
宜　

内
門
満

里
子　

川
崎
和
子

小
倉
支
部　

奥
尾
勘
治

間
垣
支
部　

藤
井
ま
お

大
口
道
場　

渕
脇
和
子

気
仙
沼
支
部　

小
野
寺
久
仁
子

能
登
川
支
部　

疋
田
孝
子　

中
村
久

美
子

夜
市
道
場　

小
西
和
親

日
立
支
部　

佐
藤
節
子　

古
川
信
子

泉　

利
子

府
中
支
部　

芝
内
和
人

米
原
支
部　

桂
田
貴
子　

福
井
弘
子

長
崎
支
部　

清
水
邦
広

佐
久
道
場　

熊
谷
政
展　

小
林
直
文

工
藤
優
太

福
山
松
浜
支
部　

藤
井
律
郎

大
宰
府
道
場　

前
田
む
つ
子

古
川
道
場　

安
部
智
奈
美

神
戸
垂
水
支
部　

宮
部　

健

稲
沢
支
部　

薗
田　

武

沼
隈
支
部　

岡
本
律
子

平
東
支
部　

阿
部
ひ
ろ
み

瀬
田
支
部　

池
谷
清
栄

佐
世
保
支
部　

平
野
英
子　

黒
崎
孝

子
大
隅
道
場　

奥
野　

律

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

５
・
３
・
11
よ
り

５
・
６
・
15
ま
で

３
月
11
日　

東
京
都
本
部
の
講
習
研

修
会

　
　

26
日　

気
仙
沼
支
部
50
周
年
記

念
大
会

４
月
８
～
９
日　

大
阪
府
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

15
～
17
日　

茨
城
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

27
日　

第
13
回　

詩
舞
道
錦
城

流
全
国
大
会

５
月
12
日　

常
務
理
事
会

　
　

20
日　

理
事
会

　
　

28
日　

滋
賀
県
本
部
55
周
年
記

念
大
会

６
月
11
日　

長
崎
県
・
佐
賀
県
本
部

昇
格
審
査

　
　

12
～
13
日　

長
崎
県
本
部
の
講

習
研
修
会

　

令
和
５
年
度
の
指
導
者
講
習
研
修

会
は
、
6
月
22
日
（
木
）、
静
岡
県

熱
海
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
湯

河
原
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
二
二
名
の
申
込
者
が

あ
り
ま
し
た
。
13
時
30
分
か
ら
西
川

錦
洸
総
師
範
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

尺
八
伴
奏
は
、
河
野
正
明
先
生
、

高
橋
慧
山
先
生
、
１
番
か
ら
37
番
ま

で
は
、
２
～
３
人
の
連
吟
、
38
番
か

ら
は
独
吟
で
、
最
後
の
本
村
錦
香
先

生
の
吟
迄
、
84
番
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 指

導
者
講
習
研
修
会

　

18
時
近
く
ま
で
熱
吟
が
続
き
、
宗

家
の
講
評
に
続
き
、
竹
崎
錦
里
総
師

範
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
ま
し
た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

宗
家
に
よ
る
講
習

　

令
和
５
年
６
月
23
日
13
時
よ
り
、

宗
家
に
よ
る
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
日
の
吟
詠
発
表
会
の
講
評
の
続

き
と
、
昨
日
、
吟
を
発
表
し
た
会
員

の
う
ち
か
ら
６
名
を
選
ん
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
宗
家
の
前
で
一
吟
を
披
露

し
、
そ
の
吟
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
会
場
で
聞
い
て
い
た

側
は
、
指
導
の
仕
方
の
勉
強
に
大
変

役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

指
導
を
受
け
た
会
員
は
次
の
方
々

で
す
。

　
　

星　
　

城
星
（
福　

島
）

　
　

上
野　

錦
美
（
奈　

良
）

　
　

安
田　

錦
義
（
神
奈
川
）

　
　

小
野
寺
錦
泉
（
宮　

城
）

　
　

岸　
　

錦
晶
（
愛　

知
）

　
　

吉
田　

錦
粋
（
奈　

良
）

講
習
会
の
様
子

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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令和５年度　事業計画書
令和５年4月1日から令和６年3月31日まで

〔事業計画〕

事業⑴　吟詠、詩舞、琵琶に関する公演の実施（予算12,927千円）
　　　　　詩吟全国大会・・・10月８日（日）滋賀県彦根市
　　　　　詩舞全国大会・詩舞道錦城流第13回全国大会・・・４月27日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鹿児島県鹿児島市

事業⑵　吟詠、詩舞、琵琶に関する講習会、研修会の実施（予算2,703千円）
　　　一．全国詩吟講習・研修会
　　　　　　　　令和５年度第一回指導者講習・研修会・・・5年6月22日（木）～ 23日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県熱海市
　　　二．全国詩舞講習・研修会は随時開催
　　　三．琵吟舞曲講習・研修会は随時開催
　　　四．傘下認可団体各都道府県本部講習・研修会
　　　　　各都道府県本部講習・研修会については、各都道府県本部単位に行うよう奨励

事業⑶　公演のための邦楽、洋楽を含む総合芸術の調査研究並びに自主制作の実施（予算2,159千円）
　　　一．琵吟舞曲の自主制作・調査研究
　　　　　　琵吟舞物語、琵吟舞曲の創作に関し、広く資料を集め、調査研究に努める。
　　　二．琵琶芸術の振興
　　　　　　琵吟舞物語、琵吟舞曲の振興並びに琵琶演奏者の育成と技術向上に努めると共に発表会を行う。

事業⑷　吟詠、詩舞、琵琶に関する図書の刊行、機関誌の発行（予算1,592千円）
　　　　　　機関誌「錦友」の発行　313号～ 316号の４回発行する。

事業⑸　吟詠、詩舞、琵琶に関する広報・宣伝の実施（予算334千円）
　　　　　　 ホームページ改訂と広報・宣伝並びに情報開示に努める。

事業⑹　吟詠、詩舞、琵琶に関する合同事業への参画（予算1,475千円）
　　　一．吟道之碑顕彰と維持管理
　　　　　　11月26日（日）静岡県沼津市「プラザヴェルデAホール」にて碑前祭行事を関係団体と共催する。
　　　二．日本伝統文化吟友会　全国決勝大会　令和5年11月23日（祝）　埼玉県草加市
　　　三．二十一世紀詩歌朗詠懇談会
　　　四．他会等との交流

事業⑺　吟詠、詩舞、琵琶の普及並びに振興を目的とする団体への支援
　　　　本会傘下認可団体の大会公演への後援（予算610千円）
　　　一．都道府県本部大会
　　　　　　滋賀県本部55周年記念大会・・・5月28日（日）　滋賀県彦根市
　　　　　　茨城県本部60周年記念大会・・・9月10日（日）　茨城県水戸市
　　　二．支部・道場・吟詠部大会
　　　　　　福岡県3支部3道場公開発表会・・・5月28日（日）　福岡県春日市
　　　三．公開発表会・開拓普及発表会

事業⑻　その他、各号に定める事業に関する事業（予算358千円）
　　　　表彰事業の実施及び特別賛助会員の募集事業
　　　一．会員増強に対する表彰
　　　二．その他の表彰
　　　　　功労表彰
　　　三．本会の趣旨に賛同し、後援者である特別賛助会員を募集する

事業⑼　不動産賃貸業（予算480千円）
　　　　 本会所有の「錦城会館」の一部を賃貸する。
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詩
吟
朗
詠
錦
城
流
総
師
範
・
一
般

社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
専
務
理

事
、草
彅
城
輝
先
生
の
訃
報
に
接
し
、

５
月
20
日
総
本
部
で
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
出
席
の
理
事
一
同
大
い
に
驚

き
、「
残
念
・
無
念
」
の
声
が
理
事

会
を
包
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
当
に
「
残
念
で
あ
り

無
念
」
で
あ
っ
た
の
は
、
あ
な
た
自

身
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
事
を
思
い
、

唯
々
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
の
で
し
た
。

　

し
か
も
、
５
月
８
日
頃
、
奥
様
か

ら
頂
い
た
錦
城
会
宛
と
宗
家
宛
の
手

紙
に
よ
る
と
、
そ
の
時
は
既
に
ご
遺

族
に
よ
る
家
族
葬
で
の
見
送
り
も
済

ま
せ
、
命
日
は
４
月
17
日
で
あ
っ
た

と
の
報
に
、
先
生
の
余
り
に
も
急
な

ご
逝
去
に
ご
家
族
の
狼
狽
と
驚
き
が

察
せ
ら
れ
改
め
て
、
ご
遺
族
へ
の
哀

悼
の
念
を
深
く
致
し
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
貴
君
は
昭
和
39
年
２
月
に

入
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
19
年
11

月
16
日
生
ま
れ
の
貴
君
は
、
当
時
20

歳
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
以
来
、
幾
多

草
彅
専
務
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長　

城　

戸　

城　

濤

の
足
跡
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
最
初
の
仕
事
が
昭
和
44
年
初
代
部

長
と
し
て
立
ち
上
げ
た
世
田
谷
支
部

の
青
年
部
設
立
で
し
た
。
当
時
、
世

田
谷
は
総
本
部
の
所
在
地
で
も
あ

り
、
実
質
青
年
部
の
誕
生
は
、
こ
の

時
に
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　

昭
和
52
年
流
祖
の
死
去
に
伴
い
二

代
目
を
襲
名
さ
れ
た
現
宗
家
は
、
会

の
法
人
化
を
強
く
望
ま
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
、
私
を
始
め
金
子
、
草
彅
、

土
師
氏
ら
に
よ
る
社
団
法
人
化
推
進

委
員
会
を
結
成
、
５
年
余
り
に
亘
る

文
化
庁
と
の
折
衝
の
末
、
平
成
２
年

社
団
法
人
認
可
を
得
た
の
で
す
が
、

そ
の
間
の
貴
君
の
活
躍
も
見
事
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

24
年
、
公
益
法
人
に
関
す
る
法
律
の

改
変
に
伴
い
、
一
般
社
団
法
人
と
し

て
の
認
可
に
至
る
過
程
で
も
、定
款
、

そ
の
他
諸
規
定
の
制
定
に
関
し
て
、

貴
君
の
知
識
と
経
験
が
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
報
「
錦
友
」
の
編
集
委
員
長
と

し
て
の
活
躍
も
多
年
に
わ
た
り
、
後

任
の
育
成
ま
で
見
事
に
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
編
集
と
言
え
ば
、「
五
十
周

年
記
念
史
」
の
編
集
委
員
と
し
て
、

実
質
、編
集
委
員
長
的
立
場
で
企
画
・

編
集
に
か
か
わ
り
、
当
会
「
半
世
紀

草彅城輝先生

の
道
の
り
」
を
ま
と
め
ら
れ
、
今
で

も
貴
重
な
全
国
支
部
・
道
場
の
変
遷

の
記
録
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
末
永

く
称
賛
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

元
気
な
高
齢
会
員
の
多
い
我
が
錦

城
会
に
於
い
て
は
、
78
歳
で
の
逝
去

は
惜
し
ん
で
も
惜
し
み
切
れ
な
い
大

き
な
損
失
で
あ
り
ま
す
。
将
に
こ
れ

か
ら
、
と
貴
君
も
考
え
て
い
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
様
の
手
紙
に
よ

る
と
、
死
の
直
前
ま
で
錦
城
会
の
将

来
を
心
配
し
て
い
た
そ
う
で
、
奥
様

に
し
て
み
れ
ば
、
少
し
は
家
族
の
事

も
気
に
か
け
て
欲
し
か
っ
た
と
い
う

思
い
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

指
導
面
で
は
、
世
田
谷
支
部
長
、

東
京
都
本
部
長
と
し
て
後
進
の
育
成

に
努
め
ら
れ
、
会
務
に
於
い
て
は
、

理
事
・
常
務
理
事
そ
し
て
専
務
理
事

と
し
て
重
責
を
担
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ご
自
身
、
琵
琶
も
勉
強
さ
れ
、
宗

家
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
舞
台
監

督
と
し
て
の
成
長
を
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

悔
や
ん
で
も
、
悔
や
ん
で
も
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
が
、
貴
君
の
錦
城
会

へ
の
ご
功
績
と
熱
い
思
い
を
胸
に
、

残
さ
れ
た
会
員
一
同
将
来
に
目
を
向

け
て
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ

い
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。合

掌

の
継
承
の
節
目
と
も
言
え
る
。
そ
こ

は
、
生
前
の
善
悪
が
介
在
し
な
い
平

等
な
行
先
で
あ
る
と
。

　

お
元
気
な
頃
の
「
カ
ッ
」
と
な
る

自
分
を
「
瞬
間
湯
沸
か
し
器
」
な
ん

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
も
の
を
今
風
に
カ
ッ
コ
良
く

「
テ
ィ
フ
ァ
ー
ル
」
と
言
う
の
よ
と

改
名
し
て
あ
げ
ま
し
た
よ
ね
。
黄
泉

の
国
で
、
お
湯
を
沸
か
し
て
流
祖
と

お
茶
を
し
乍
ら
、
錦
城
流
錦
城
会
が

安
泰
で
あ
る
に
は
・
・
・
を
テ
ー
マ

に
会
話
を
し
、
良
い
方
向
へ
お
導
き

下
さ
い
ね
・
・
・
。
早
過
ぎ
る
お
二

方
へ
の
お
願
い
で
す
。
半
世
紀
以
上

の
錦
城
会
の
友
、
正
に
「
錦
友
」
を

偲
び
・
・
・　
　
　
　
　
　
　

合
掌
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令
和
５
年
２
月
21

日
入
院
か
ら
４
月
17

日
の
ご
逝
去
。
あ
っ

と
い
う
間
の
出
来
事

で
し
た
。
３
月
14
日

に
お
見
舞
い
に
伺
っ

た
時
、「
僕
は
死
な

な
い
、
必
ず
蘇
る
」

「
ま
た
流
祖
墓
参

に
・
・
・
」
等
と
言
っ

て
い
た
。
そ
の
強
い

思
い
も
叶
わ
ず
・・・
。

「
人
は
、
病
気
で
は

な
く
寿
命
で
こ
の
世

を
去
る
」
と
の
話
を

誰
か
ら
か
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
草
彅

氏
は
、
今
年
11
月
で

さっさと逝ってしまった錦城会専務理事

草彅城輝総師範を偲ぶ
錦城会理事　東本錦怜

79
才
に
な
る
筈
だ
っ
た
の
に
、
９
の

坂
を
越
え
る
こ
と
な
い
寿
命
だ
っ
た

の
か
・
・
・
。

　

東
京
都
本
部
長
・
遠
藤
城
啓
さ
ん

と
お
宅
に
お
参
り
に
伺
っ
た
折
の
奥

様
の
お
話
、「
医
科
歯
科
大
学
に
転

院
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
詩
吟
の
話
、

ベ
ッ
ド
で
詩
吟
を
詠
っ
た
り
、
会
服

を
持
っ
て
き
て
く
れ
等
。
亡
く
な
っ

た
事
を
遅
れ
て
お
知
ら
せ
し
た
の

は
、
30
㎏
も
痩
せ
た
姿
を
見
せ
る
の

は
忍
び
な
か
っ
た
・
・
・
。」
と
も
。

そ
れ
も
わ
か
る
気
が
す
る
。

　

そ
の
死
を
き
っ
か
け
に
、「
生
」

の
意
味
を
調
べ
て
み
た
。
祖
先
か
ら

享
け
た
生
を
少
し
で
も
発
展
さ
せ
て

子
孫
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
こ
と
が
大

切
な
努
め
と
あ
る
。
死
と
は
、
生
命

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
５
年
７
月
〜
６
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

♢
茨
城
県
本
部
60
周
年
記
念
大
会

・
９
月
10
日
（
日
）

・
茨
城
県
水
戸
市

♦
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

詩
吟
全
国
大
会

・
10
月
8
日
（
日
）

・
滋
賀
県
彦
根
市

♢
吟
道
之
碑
前
祭

・
11
月
26
日
（
日
）

・
静
岡
県
沼
津
市

A
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A
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A
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A
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A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
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令
和
５
年
が
、
こ
の

行
事
が
開
催
し
始
め
て

70
回
の
年
。
北
九
州
市

小
倉
須
賀
神
社
宮
司
が

祭
主
と
し
て
神
事
か
ら

始
ま
る
お
祭
り
。
60
回

の
年
も
吉
澤
・
東
本
で

参
加
を
し
、
今
年
も
式

典
の
後
の
奉
納
の
時
間

に
入
り
、
詩
吟
朗
詠
錦

城
会
と
し
て
吉
澤
城
正

総
教
師
範
の
「
宮
本
武

蔵
を
詠
ず
」、
東
本
錦

怜
の
「
明
治
天
皇
御
製

あ
さ
み
ど
り
」
を
献
吟

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

宮
本
武
蔵
の
「
五
輪
の
書
」
を
若

い
頃
か
ら
愛
読
し
て
い
る
一
人
と
し

て
厳
粛
な
行
事
に
参
加
で
き
ま
し
た

こ
と
大
変
感
慨
深
い
思
い
が
致
し
ま

し
た
。（福

岡
県
本
部
長　

東
本
錦
怜
）

師
忘
れ
が
た
く　

そ
ろ

　

思
い
出
の
ひ
と
こ
ま

　

こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
世
田

谷
の
玉
川
台
か
ら
千
葉
県
南
房
総
迄

の
車
の
運
転
さ
ぞ
お
疲
れ
と
思
い
、

お
し
ぼ
り
・
コ
ー
ヒ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
・

お
菓
子
等
色
々
準
備
を
し
、
ゆ
っ
く

り
お
休
み
い
た
だ
き
、
お
稽
古
が
始

ま
り
ま
す
。
怠
け
た
わ
け
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
が
、稽
古
の
前
々
日
、

46
年
ぶ
り
に
吾
が
子
同
然
の
台
湾
の

彼
女
が
二
泊
で
訪
れ
た
上
に
、
入
院

中
の
姉
の
急
な
旅
立
ち
と
で
疲
れ
て

し
ま
い
、
詩
文
も
詠
え
ず
・
・
・
。

先
生
は
私
を
睨
み
、
突
然
瞬
間
湯
沸

か
し
器
が
沸
騰
し
ま
し
た
。
そ
の
日

は
、
南
房
総
道
場
最
後
の
お
稽
古
日

な
の
で
、
終
了
後
ゆ
っ
く
り
食
事
を

し
よ
う
ネ
と
の
約
束
も
何
処
か
に
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
で
も
、
私
が
下
調

べ
し
て
お
い
た「
イ
チ
ヂ
ク
パ
フ
ェ
」

に
行
き
ま
し
た
。

　

帰
宅
後
、
先
生
は
「
こ
れ
か
ら
の

お
稽
古
は
飯
能
だ
か
ら
、
萬
里
子
さ

ん
が
慕
っ
て
い
る
島
田
先
生
に
お
願

い
し
て
み
よ
う
。
勿
論
、
私
も
一
緒

だ
よ
。」
と
、
背
の
高
い
先
生
は
、

背
の
低
い
私
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に

し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
き
っ
と

そ
の
頃
か
ら
お
体
が
大
変
だ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
先
生
に
魅
き
付
け
ら
れ
る

の
は
、
い
づ
れ
も
生
き
る
姿
が
自
由

奔
放
で
大
ら
か
な
中
に
、
素
朴
さ
が

あ
ふ
れ
、
力
強
さ
の
中
に
細
や
か
な

心
情
が
に
じ
み
出
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
・
・
・
と
、
教
本
の
中
の
先
生

の
鉛
筆
の
添
削
を
見
な
が
ら
「
房
総

の
海
は
明
る
く
青
い
ネ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
先
生
の
お
姿
を
懐
か
し
み

つ
つ
・
・
・「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
し
ん

ぱ
い
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
。」
の

メ
ー
ル
を
残
し
、
先
生
は
旅
立
た
れ

ま
し
た
。

　

沼
津
そ
し
て
南
房
総
の
11
年
間
、

先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

瞬
間
は
恐
ろ
し
き
も
の
生
と
死
の
大

き
境
と
な
り
て
過
ぎ
ゆ
く

数
々
の
思
い
出
残
し
先
生
は
母
の
み

も
と
に
旅
立
ち
ゆ
き
ぬ

過す
ぎ
ゆ
き去
は
み
な
よ
き
こ
と
の
み
偲
ば
る

る
師
と
の
お
稽
古
日ひ

び日
彷
徨
す

あ
る
夜
ふ
と
共
に
ド
ラ
イ
ブ
せ
し
鄙ひ
な

の
里
夕ゆ
う
か
げ光
思
ひ
ぬ
さ
び
さ
び
と
し
て

し
づ
か
な
る
ゑ
ま
ひ
浮
べ
し
夢
を
見

き
こ
の
世
の
外
の
人
想
ふ
夜

現う
つ

し
身
を
吸
い
こ
む
ご
と
き
ま
な
ざ

し
が
淋
し
き
夜
の
吾
に
や
さ
し
き

偲
　
ぶ
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「
舘
林
、
下
手
に
な
っ
て
る
ぞ
」

　

私
が
指
導
を
始
め
て
、
最
初
の
温

習
会
で
草
彅
城
輝
総
師
範
か
ら
言
わ

れ
た
言
葉
で
あ
る
。
私
に
そ
ん
な
言
葉

を
か
け
る
の
は
、
草
彅
先
生
だ
け
だ
。

　

温
習
会
で
私
の
出
番
が
終
わ
る

と
、「
舘
林
！
今
日
の
吟
は
…
」
と

草
彅
先
生
か
ら
必
ず
そ
の
日
の
吟
の

批
評
を
頂
く
。

　

最
初
は
お
願
い
し
た
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
必
ず
批
評
さ
れ
る
か
ら
、

次
第
に
私
か
ら
も
草
彅
先
生
に
批
評

を
聞
き
に
行
く
の
が
温
習
会
で
の
定

番
と
な
っ
た
。

　

草
彅
先
生
が
私
の
吟
を
聞
い
て
い

な
か
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
は
一
度
も

な
い
。
必
ず
指
導
を
頂
け
る
。
母
で

さ
え
、
忙
し
く
て
聞
い
て
い
な
か
っ

た
、
な
ど
と
言
う
の
に
。

　

全
国
大
会
の
舞
台
係
も
一
緒
に
担

当
し
た
。
今
で
も
舞
台
係
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
大
切
な
宝
物
だ
。
他
の

大
会
で
も
係
な
ら
必
ず
着
て
い
く
。

私
と
草
彅
先
生
の
お
揃
い
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
舞
台
係
が
楽
し
く
て
、

全
国
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　

草
彅
先
生
と
出
会
っ
た
の
は
私
が

大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
上
京
し
た

７
年
前
で
あ
る
が
、
こ
の
短
い
７
年

間
に
た
く
さ
ん
の
色
濃
い
思
い
出
が

あ
る
。
今
も
「
舘
林
！
」
と
呼
ば
れ

る
声
が
耳
か
ら
離
れ
な
い
。

　

ま
た
秋
が
近
づ
く
と
電
話
で
も
か

か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
舘
林
！
全
国
大
会
の
舞
台
係
、
頼

む
な
！
」
と
。

（
東
京
都
本
部　

舘
林
城
景
）

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

大
堀
錦
代　
（
大
分
県
）　
　

５
・
４

水
野
錦
洸　
（
埼
玉
県
）　
　

５
・
４

秋
山
錦
瞭　
（
茨
城
県
）　
　

５
・
５

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

日
立
支
部
（
茨
城
）

支
部
長　

川
﨑
錦
眞

　

錦
友
第
三
一
三
号
の
（
１
）
頁
４

段
目
後
ろ
か
ら
12
行
目
の
「
吃
音
」

は
「
促
音
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
）

お
詫
び
と
訂
正

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
握
手
せ
し
残
り
の
手
ざ
わ
り
愛
し
み

ぬ
弟
子
を
育
て
し
手
の
細
か
り
き

（
練
馬
支
部　

井
上
錦
亮
）

『
草
彅
先
生
、
お
電
話

お
待
ち
し
て
い
ま
す
』

第70回「武蔵・小次郎まつり」
YouTube配信開始のお知らせ

福岡県本部中央地区
公　開　発　表　会
６月23日より配信開始
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令
和
５
年
４
月
27
日
、
か
ご
し
ま

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
県
民
ホ
ー
ル

で
、
第
13
回
詩
舞
道
錦
城
流
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
大
会
の
成
功
と

安
全
を
祈
願
し
て
、
詩
吟
朗
詠
錦
城

流
宗
家
・
山
元
錦
城
先
生
、
一
般
社

団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
会
長
・
城

戸
城
濤
先
生
、詩
舞
道
錦
城
流
宗
家
・

本
村
緑
崇
先
生
及
び
特
別
賛
助
出
演

者
な
ど
関
係
者
が
舞
台
に
集
ま
り
、

県
護
国
神
社
に
よ
る
祭
事
が
厳
か
に

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ー
ル
の
五
百
九
十
席

も
満
席
の
う
ち
に
大
会
の
幕
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

宗
家
・
本
村
緑
崇
先
生
の
振
付
構

成
に
よ
る
演
目
が
次
々
と
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
よ
り
お
集
ま
り
の
詩
舞
道
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
、
詩
の
心
を
心
と

し
、
あ
る
時
は
晴
れ
や
か
に
、
あ
る

時
は
勇
壮
に
、ま
た
あ
る
時
は
、し
っ

と
り
と
踊
ら
れ
る
姿
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

　

更
に
詩
舞
道
を
通
じ
、
終
始
会
場

に
流
れ
る
流
祖
の
吟
声
を
、一
日
じ
っ

く
り
と
聴
け
た
こ
と
は
、
吟
を
学
ぶ

者
と
し
て
、
最
高
の
幸
せ
で
し
た
。

　

昭
和
29
年
に
創
設
さ
れ
た
錦
城

流
、
昭
和
52
年
に
流
祖
は
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
が
、「
一
吟
心
霊
に
徹
す
」

「
一
曲
能
く
国
を
興
す
」、
そ
の
素
晴

ら
し
い
吟
声
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

会
場
の
上
方
で
、
流
祖
が
微
笑
み

な
が
ら
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
お

姿
を
肌
で
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　

私
は
、
中
島
錦
里
氏
と
、
司
会
そ

し
て
特
別
番
組
「
道
」
と
「
桜
の
詩

華
」
の
解
説
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
無
事
大
役
を
終
え
ら
れ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
詩
舞
道
錦
城
流
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

第
十
三
回
詩
舞
道
錦
城
流

全 

国 

大 

会 

に 

参 

加 

し 

て

　

私
は
、
総
師
範
・
西
川
緑
惠
先
生

の
も
と
、
令
和
元
年
に
詩
舞
道
錦
城

流
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
あ
の
よ
う
な
大
舞
台
で
舞
う
こ

と
は
、
日
頃
、
真
面
目
に
練
習
を
し

て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
か

な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
、
不
安
材

料
一
杯
の
中
で
の
大
会
で
し
た
。

　

し
か
し
、
全
体
練
習
で
は
、
一
緒

に
舞
う
方
々
が
、
出
番
直
前
ま
で
舞

い
の
ご
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
お
陰

で
、
安
心
し
て
落
ち
着
い
て
舞
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
曲
に
、
吟
に
合

わ
せ
て
舞
台
で
舞
っ
て
い
る
自
分
に

な
ぜ
か
感
動
し
た
次
第
で
す
。

　

そ
れ
も
こ
れ
も
、
こ
の
大
会
に
、

宗
家
先
生
を
始
め
、
役
員
の
皆
さ
ま

方
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
成
功
さ

せ
る
〝
心
意
気
〟
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

控
室
で
一
緒
だ
っ
た
鹿
児
島
の

方
々
等
も
優
し
く「
ど
う
で
し
た
？
」

「
着
替
え
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
雰
囲
気
づ
く
り
に
気
を
配
っ
て
下

さ
っ
た
事
も
し
か
り
、
舞
台
を
終
え

た
者
同
士
が
す
れ
違
え
ば
「
お
疲
れ

様
！
」「
頑
張
っ
て
ね
」
と
お
互
い

声
を
掛
け
合
う
姿
。
知
ら
な
か
っ
た

者
同
士
が
。
笑
顔
で
声
を
掛
け
合
う

事
の
出
来
る
事
こ
そ
が
、
大
会
を
成

功
さ
せ
る
為
の
〝
力
〟
な
ん
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
何
も
か
も
が
新

鮮
な
経
験
で
し
た
。
こ
の
大
会
に
参

加
し
た
お
陰
で
、
も
う
少
し
頑
張
っ

て
詩
舞
を
や
っ
て
行
け
る
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
広
島　

山
田
利
英
子
）

　

第
13
回
詩
舞
道
全
国
大
会
が
、
３

年
の
我
慢
の
中
迎
え
ら
れ
、
喜
び
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。
そ
の
間
に
、
自

分
が
衰
え
て
い
る
事
に
気
づ
き
ま
し

た
。
と
て
も
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
広
島
の
会
員
さ
ん
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
お
勉
強
に
な
っ
た
事
は
も

ち
ろ
ん
、
思
い
や
り
や
ら
何
か
に
つ

け
感
謝
す
る
こ
と
や
ら
で
、
大
変
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
事
で
し
た
。

　

最
後
に
、
宗
家
・
本
村
先
生
の
ご

指
導
の
下
、
事
務
局
の
方
々
に
大
変

な
お
力
を
尽
く
し
て
頂
き
ま
し
た

事
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
島　

西
川
緑
惠
）

ま
ず
は

あ
な
た
か
ら　
声
か
け
を

（
会
員
増
強
の
た
め
の　

声
か
け
推
進
標
語)

（
錦
城
会
員
向
け
）

詩
舞
道
錦
城
流
全
国
大
会
を
か
え
り
み
て

鹿
児
島
県
本
部
専
務
理
事　

國
生
城
庵
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躰道の演武

　

令
和
５
年
３
月
26
日
、
気
仙
沼
中

央
公
民
館
に
て
、
記
念
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
の
た
め
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
開

催
に
至
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
宗
家
・
山
元
錦
城
先

生
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
長
・
城
戸

城
濤
先
生
、
宮
城
県
本
部
長
・
藤
田

錦
信
先
生
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
琵
琶
絃
・
歌
・
吟
で
青

森
県
の
村
上
城
修
先
生
、
尺
八
で
河

野
正
明
先
生
、
解
説
で
一
龍
齋
貞
心

先
生
の
賛
助
出
演
も
い
た
だ
き
、
多

く
の
市
民
の
方
々
に
感
銘
を
与
え
る

記
念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

気
仙
沼
支
部
五
十
周
年
記
念
大
会

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
４
つ
の
企
画
吟

で
構
成
、
は
じ
め
に
「
唐
詩
十
撰
」、

次
に
「
桜
の
詩
華
」
を
行
い
、途
中
、

式
典
を
入
れ
て
後
半
が
琵
吟
曲
「
義

経
の
生
涯　

五
條
の
橋
」
と
「
母
を

憶
う
詩
」
を
発
表
し
ま
し
た
。「
唐

詩
十
撰
」
と
「
桜
の
詩
華
」
に
お
い

て
は
、
市
内
の
親
子
に
よ
る
躰
道
の

演
武
と
、
同
じ
く
市
内
の
書
家
に
よ

る
「
書
道
吟
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

趣
に
富
ん
だ
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
、
城
戸
先
生
、
村
上
先
生
及

び
河
野
先
生
の
３
名
に
よ
り
琵
吟
曲

を
行
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
琵
琶
の

演
奏
を
聴
く
多
く
の
市
民
の
方
々

が
、
大
変
素
晴
ら
し
く
圧
倒
さ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
12
年
前
の
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
、
昨
年
再
建
さ
れ
た
新

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

福
岡
中
央
道
場
・
木
下
城
玄
総
教

師
範
の
所
属
す
る
籐
香
会
か
ら
の
お

声
掛
け
で
、
満
開
の
桜
の
中
、
参
加
。

場
所
は
、
万
葉
の
時
代
、
外
国
の
使

節
の
迎
賓
や
遣
唐
使
な
ど
の
送
別
の

儀
式
を
行
っ
た
建
物
と
さ
れ
る
「
鴻

臚
館
」の
広
場
に
て
開
催
。福
岡
ド
ー

ム
が
で
き
る
ま
で
は
、
平
和
台
球
場

だ
っ
た
広
い
場
所
で
す
。

　

そ
も
そ
も
籐
香
会
は
、
旧
黒
田
藩

歴
代
藩
主
の
遺
徳
と
功
績
を
顕
彰
す

る
た
め
の
団
体
、
福
岡
の
歴
史
や
文

化
に
詳
し
い
方
々
ば
か
り
、
筑
前
琵

琶
や
筑
紫
舞
や
福
岡
黒
田
藩
傳
古
武

道
等
の
出
演
も
あ
り
。
錦
城
会
の
演

目
は
、
郷
土
に
因
ん
で
、
松
口
月
城

の
「
名
槍
日
本
号
」
の
吟
に
詩
舞
、

平
野
国
臣
の
和
歌
「
わ
が
胸
の
」、

小
野
老
の
「
あ
お
に
よ
し
」
等
、
最

後
に
「
日
本
讃
歌
」
を
担
当
の
東
本

錦
怜
総
師
範
含
め
全
員
で
広
場
一
杯

に
高
ら
か
に
吟
じ
、
会
の
方
か
ら
も

高
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
が
司
会
に
地
元
福
岡
修
猷

館
高
校
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
の
生
徒
を

起
用
、
若
い
力
を
取
り
込
ん
で
い
る

こ
と
に
、
今
後
の
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、色
々
な
場
で
吟
じ
、

少
し
で
も
若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
初
代
宗
家
の
「
詩
吟
を

「
黒
田
長
政
公
四
百
年
大
祭

～
福
博
文
化
芸
能
の
集
い
～
」
を
終
え
て

黒
田
長
政
公
四
百
年
大
祭
に
参
加
し
て
の
報
告
を
２
名
の
会
員
に
綴
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
福
岡
県
本
部
長　

東
本
錦
怜
〉

芸
術
に
」
を
指
標
に
東
本
錦
怜
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
精
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
福
岡
中
央
道
場　

高
倉
錦
与
）

　

春
光
ま
ぶ
し
き
中
で
、
大
空
に
向

い
詠
う
こ
と
が
出
来
、
感
謝
感
謝
‼

改
め
て
、
こ
の
平
和
な
時
が
続
き
ま

す
よ
う
に
と
、
詩
吟
を
老
若
男
女
、

国
内
外
の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
た

い
。
そ
の
思
い
が
更
に
高
ま
る
一
日

で
し
た
。

（
福
岡
中
央
道
場　

江
口
錦
道
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

書道吟

客
席
数
は
三
百
三
十
席
で
す
が
、
大

会
当
日
は
、
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど

多
く
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
２
時
間
の
大
会
終
了

時
に
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
、「
大

変
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た
」、「
感

動
し
て
涙
が
出
る
思
い
だ
っ
た
」
と

賞
賛
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
盛
会
裏
に
開
催
出
来

ま
し
た
事
は
、
多
く
の
関
係
者
の
ご

協
力
・
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
、
あ

ら
た
め
て
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
気
仙
沼
支
部　

熊
谷
城
精
）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

昨
年
再
建
さ
れ
た

新
気
仙
沼
中
央
公
民
館
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滋
賀
県
本
部
五
十
五
周
年
記
念
大
会

　

湖
国
周
辺
の
山
々
が
新
緑
に
深
ま

る
好
季
節
に
、
こ
の
た
び　

(

一
社)

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
滋
賀
県
本
部
55
周

年
記
念
大
会
を
「
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
」
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家
・
山

元
錦
城
先
生
、
錦
城
会
会
長
・
城
戸

城
濤
先
生
に
は
、
お
忙
し
い
中
ご
臨

席
頂
き
、
ま
た
、
各
方
面
の
先
生
方

の
ご
賛
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

滋
賀
県
本
部
は
、
故
山
本
城
獄
先

生
に
よ
っ
て
彦
根
の
地
に
詩
吟
が
誕

生
し
、
そ
の
10
年
後
に
県
本
部
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
が
育
成
さ
れ

ま
し
た
多
く
の
指
導
者
の
皆
様
が
、

湖
北
、
湖
南
、
名
古
屋
、
大
阪
へ
と

そ
れ
ぞ
れ
吟
道
を
広
め
ら
れ
発
展
に

至
っ
た
様
で
す
。
最
高
二
千
六
百
人

そ
ん
な
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
、10
月
に
全
国
大
会
を
控
え
、

滋
賀
県
本
部
長
・
林
錦
枝
先
生
の
勇

気
あ
る
選
択
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染

な
ど
社
会
情
勢
は
あ
り
ま
す
が
、
会

員
の
み
の

｢

賑
や
か
に
集
ウ
」
を
重

視
し
、
開
催
い
た
し
た
。｢

会
員
が

一
堂
に
会
す｣

こ
れ
が
最
も
重
要
不

可
欠
な
事
だ
と
の
決
断
で
す
。
一
つ

で
も
思
い
出
を
心
に
残
し
、
詩
吟
を

生
涯
の
友
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い

「吟道」 和歌「あさみどり」

「中国の春」「中国の春」

　

大
会
当
日
は
、
梅
雨
入
り
前
の
快

晴
に
恵
ま
れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
内
の

吟
友
と
久
し
ぶ
り
に
お
出
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
、
詩
吟
を
続
け
る
こ
と

「
継
続
は
力
な
り
」
を
実
感
し
た
次

第
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
緩
み
社
会
生

も
の
で
す
。

　

昨
今
は
時
代
の
流
れ
な
の
で
し
ょ

う
か
、
若
人
が
な
か
な
か
日
本
伝
統

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く
減
少
し

て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
人
に
幾
度
と
な
く
お
声
か

け
を
し
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
手
堅
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
大
会
を
機
会
に
、
滋
賀
県
本
部

が
益
々
元
気
で
発
展
し
て
い
き
ま
す

よ
う
、何
卒
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

活
が
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
詩

吟
を
通
じ
て
語
り
合
う
仲
間
が
い
る

こ
と
は
人
生
の
喜
び
で
す
。

　

10
月
の
全
国
大
会
で
吟
友
の
皆
様

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（

滋
賀
県　

井
上
城
清
）

彦
根
で
の
全
国
大
会
を
前
に

彦　

根　

探　

索

埋
木
舎
（
う
も
れ
ぎ
の
や
）

～
～
開
国
の
父
が
、
花
の
咲
く
日
を

静
か
に
待
っ
た
支
度
部
屋
～
～

　

彦
根
藩
第
13
代
藩
主
で
江
戸
幕
府

の
大
老
を
務
め
た
井
伊
直
弼
が
、
青

年
時
代
を
過
ご
し
た
屋
敷
跡
。
嫡
子

で
は
な
く
庶
子
で
あ
っ
た
直
弼
は
、

こ
の
質
素
な
屋
敷
で
剣
術
や
馬
術
、

政
治
、
茶
道
、
和
歌
な
ど
の
文
武
両

道
の
修
養
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

生
涯
を
こ
の
屋
敷
で
過
ご
さ
ね
ば

な
ら
な
い
と
知
っ
た
直
弼
が
、
そ
の

心
境
を
詠
ん
だ
歌
「
世
の
中
を
よ
そ

に
見
つ
つ
も
埋
れ
木
の
埋
も
れ
て
お

ら
む
心
な
き
身
は
」
に
ち
な
み
、「
埋

木
舎
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
わ
る
。
埋
木
舎
の
建
築
年
代
は

不
詳
だ
が
、
昭
和
の
解
体
修
理
時
の

調
査
で
は
、
宝
暦
9
年
（
１
７
５
９

年
）
の
銘
が
入
っ
た
瓦
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
少
な
く
と
も
直
弼
居
住
の

七
十
数
年
前
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
掛
け
軸
や
屏
風
、

愛
用
の
書
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
邸
内
や
茶
室
の
様
子
を
庭
か
ら

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
（
Ｓ
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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福
岡
県
本
部
内
で
の
活
動
報
告
記
事
並
び
に
そ
の
行
事
に
参
加
し
た
方
々

の
感
想
文
、
新
人
の
参
加
感
想
、
賛
助
出
演
の
方
の
感
想
等
、
様
々
で
す
が
、

ご
高
覧
頂
け
得
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
本
部
長　

東
本
錦
怜

福
岡
中
央
道
場　

江
頭
英
世

　

今
回
の
公
開
発
表
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。国
歌
斉
唱
に
続
き
、

開
会
の
言
葉
を
仰
せ
つ
か
り
、
大
過

な
く
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
福
岡
県
立

筑
紫
中
央
高
等
学
校
書
道
部
の
皆
さ

ん
が
、
太
鼓
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、

横
断
幕
に
「
公
開
発
表
会
」
の
文
字

を
書
く
と
い
う
企
画
が
あ
り
、
そ
の

躍
動
あ
ふ
れ
る
筆
の
動
き
と
書
体
の

迫
力
に
参
加
者
と
と
も
に
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
独
吟
で

「
山
行
」
を
吟
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
合
吟
と
は
ま
た
一
味
違
う
緊
張

感
に
包
ま
れ
ま
し
た
が
、
江
口
錦
道

先
生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
自
分

な
り
に
落
ち
着
い
て
発
表
出
来
た
と

感
じ
る
と
と
も
に
、
次
へ
の
一
歩
と

な
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
校

　
　
　

書
道
部
顧
問
の
先
生
か
ら

　

先
生
方
の
詩
吟
、
琵
琶
、
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
東
本
先
生
は
、
身

震
い
す
る
ほ
ど
の
感
動
が
あ
り
、
伝
統

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

福
岡
中
央
地
区

　

公
　
開
　
発
　
表
　
会

令
和
五
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）　

ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

北
村
美み

く空
さ
ん

　

今
ま
で
挑
戦
し
た
こ
と
の
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
で
し
た
が
、
楽

し
み
な
が
ら
出
来
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

沢
田
桧ひ

菜な

さ
ん

　

普
段
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
詩
吟

に
乗
せ
て
書
道
を
出
来
た
こ
と
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
詩
吟
の
奥
深
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

神
崎
夕ゆ

う

佳か

さ
ん

　

予
想
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
起
き
て
、
思
い
通
り
に
行
か
な

か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
け
ど
、
最
後

ま
で
自
分
た
ち
の
力
で
や
り
通
す
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

横
山
純す

み
れ怜
さ
ん

　

緊
張
し
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
詩
吟
で

今
ま
で
書
道
で
書
い
た
和
歌
な
ど
が

出
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

多
良
葵あ

お
い

さ
ん

　

貴
重
な
体
験
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
で
、
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
野
琴こ

と

さ
ん

　

迫
力
が
凄
く
て
、
授
業
な
ど
で
教

わ
っ
た
俳
句
な
ど
も
あ
っ
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
瑠る

い依
さ
ん

　

緊
張
し
た
け
ど
、
大
き
な
会
場
で

貴
重
な
経
験
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

廣
瀬
莉り

菜な

さ
ん

　

貴
重
な
体
験
を
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
で

あ
る
書
と
詩
吟
の
魅
力
を
、
私
た
ち

高
校
生
が
繋
い
で
い
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

華
道
吟
に
出
演
し
て

　
　
　

新
池
坊　

平
田
不
二
香

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
福
岡
県
本
部
長
東
本
錦
怜
先
生
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
華
道
吟
に

賛
助
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
開
発
表
会
は
、
福
岡
県

立
筑
紫
中
央
高
校
書
道
部
の
生
徒
さ

ん
が
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
垂
れ
幕
に

「
公
開
発
表
会
」
の
５
文
字
を
見
事

に
書
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
始
ま

　

続
く
華
道
吟
で
、
私
は
、
生
け
花

を
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
詩
吟

朗
詠
錦
城
会
」
と
「
華
道
新
池
坊
」、

ふ
た
つ
の
日
本
の
伝
統
文
化
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
吟
じ
る
声
は
、

お
客
様
の
心
に
響
き
、
季
節
の
お
花

を
目
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
ス
テ
ー
ジ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
け
る
私
も
心
か
ら
楽
し
ま
せ
て
頂

き
、ま
た
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
数
々
の
発
表
も
す
べ
て

素
晴
ら
し
い
も
の
で
、「
我
が
人
生

に
詩
吟
あ
り
」
と
、
詩
吟
を
愛
し
、

励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
の
生
き

生
き
と
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
頂
き
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

り
、
会
場
の
お
客
様
の
拍
手
喝
采
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
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内　　容　　「カセットテープ・流祖山元錦城吟詠集　全13巻」を教本順に並べ、CD・８枚に編集しました。
歌詞カードは付属していません。（　）内は教本編数。

品　　名　　「ＣＤ流祖吟詠集」（１）～（８）
価　　格　　各１枚　2,000円　（送料・消費税込）
申 込 み　　教材注文書、またはハガキ等にて、お申込みの品名（CD番号）と数量・お名前・ご住所・電話番

号をご記入の上、下記事務局宛お申し込み下さい。
（錦城流事務局）　〒106-0045　東京都港区麻布十番２－４－14　　電話　03-5484-1107

CD流祖吟詠集（１）　・吟詠教本第１編より
１  富士山（1-1）　２  宝船（1-2）　３  題壁（1-3）　４  題太田道灌借蓑図（1-4）　５  大楠公（1-5）
６  九月十日（1-6）　７  九月十三夜（1-7）　８  遊芳野（1-8）　９  金州城（1-9）　10  題常盤抱孤図（1-10）
11  題不識庵撃機山図（1-11）　12　城山（1-12）　13  題岩崎谷洞（1-13）　14  宿生田（1-14）
15  弔亡友月照（1-15）　　16  絶命詞（1-17）　　17  偶感（1-18）　　18  舟至由良港（1-19）　19  訣別（1-20）
20  残月（1-21）　　21  楓橋夜泊（1-22）　　22  偶成（1-24）　　23  河内路上（1-25）

CD流祖吟詠集（２）　・吟詠教本第２編より
１  爾霊山（2-1）　２  海南行（2-2）　３  赤間関舟中（2-3）　４  泊壇浦（2-4）　５  過遠州灘（2-5）　６  偶成（2-6）
７  江南春（2-7）　８  大楠公（2-8）　９  大楠公（2-9）　10  桜花詞（2-10）　11  書懐（2-11）　12  獄中作（2-12）
13  題近江八景図（2-13）　14  逸題（2-14）　15  祝賀詞（2-15）　16  泊天草洋（2-16）　17  山中月（2-17）

CD流祖吟詠集（３）　・吟詠教本第３編より
１  送元二使安西（3-1）　２  夜下墨水（3-2）　３  月夜三叉口汎舟（3-3）　４  貧交行（3-4）　５  赤垣源蔵（3-5）
６  獄中作（3-6）　７  児島高徳（3-8）　８  本能寺（3-9）　９  秋思詩(3-10)　10  不出門（3-11）
11  前兵児謡（3-12）　12  兵児謡（3-13）　13  花月吟（3-14）　14  春望（3-15）　15  和異国丘（3-17）

CD流祖吟詠集（４）　・吟詠教本第４編より
１  弘道館賞梅花（4-1）　２  磯浜登望洋楼（4-2）　３  桂林荘雑詠（4-6）　４  遊芳野（4-7）　５  漫述（4-8）
６  峨眉山月歌（4-9）　７  早発白帝城（4-10）　８  山行（4-11）　９  勧学（4-13）　10  勧学歌（4-14）
11  半夜（4-15）　12  四十七士（4-16）　13  静夜思（4-17）　14  棄児行（4-18）　15  曽我夜討（4-20）
16  軍神広瀬中佐（4-21）

CD流祖吟詠集（５）　・吟詠教本第５編～第７編より
１  獄中作（5-1）　２  白虎隊（5-3）　３  中秋月（5-4）　４  結婚式（5-5）　５  出郷作（5-6）　６  凱旋（5-8）
７  弔小楠公墓（5-9）　８  秋日偶成（5-14）　９  感事（6-1）　10  自詠（6-2）　11  遊桜祠（6-4）　12  述懐（6-7）
13  梅花（6-8）　14  垓下歌（6-12）　15  春夜（6-13）　16  中庸（7-1）　17  青之洞門（7-8）　18  春夜洛城聞笛（7-9）
19  青葉之笛（7-10）　20  名槍日本号（7-13）　21  姫百合之塔（7-19）

CD流祖吟詠集（６）　・吟詠教本第８編～第９編より
１  弔乃木将軍（8-3）　２  後夜聞仏法僧鳥（8-4）　３  吉野懐古（8-9）　４  涼州詞（8-12）　５  水戸八景（8-15）
６  蒙古来（8-17）　７  安宅関（9-2）　８  平敦盛（9-4）　９  山中鹿之助（9-6）　10  謁赤穂義士墓（9-7）
11  小楠公母（9-8）　12  英霊自南還（9-13）　13  靖国之遺児（9-14）　14  弔詞（9-15）

CD流祖吟詠集（７）　・吟詠教本第10編～第13編より
１  夜坐（10-1）　２  楠公墓前作（10-8）　３  新近江八景（10-9）　４  井伊大老（10-10）　５  探春（11-2）
６  春暁（11-7）　７  山中月（11-9）　８  平和日本（11-10）　９  細川瑶子（11-13）　10  九段桜（12-1）
11  菊花（12-6）　12  山中問答（12-7）　13  悲恋毬藻歌（12-14）　14  金州城外作（13-3）
15  題親鸞上人雪中布教図（13-14）

CD流祖吟詠集（８）　・吟詠教本第14編～第18編より
１  雪梅（14-1）　２  示人（14-2）　３  不想身（14-3）　４  新涼読書（14-6）　５  日本精神（14-10）　
６  晩鐘（14-11）　７  冑山歌（14-14）　８  山間秋夜（15-1）　９  和春簾雨窓（15-2）　10  吟道（15-10）
11  母（非行少年の悔悟）（15-14）　12  静御前（17-10）　13  田子浦夕景（17-12）　14  臨洞庭（18-13）

「ＣＤ流祖吟詠集」のご案内


